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多面的機能支払交付金 古川小野五区地区活動組織のヒマワリ

多面的機能支払活動交付金の活動組織である古川小野五区地区活動組織は，１０年程前から休耕田を利用
してヒマワリを育てています。
大崎市の古川と田尻を結ぶ広域農道沿いの一画は，毎年，夏になると黄金色の大輪が咲き誇ります。

色麻町の特産品でもあるエゴマはシソ
科の作物で，秋に子実を実らせ，エゴマ
油等に加工され販売されます。

（8月下旬撮影）

高城地区のゴボウは農地整備事業を契
機に生産が復活しました。
柔らかく香り高いのが特徴です。

大崎管内では，大崎市の田尻中央地
区のほか，美里町の青生地区等でも
トウモロコシが栽培されています。

整備済みほ場では，よく大豆転作が
行われています。
細かな品種は異なりますが大豆と枝
豆は元を辿ると同じ作物です。



令和4年7月15日には,夏休みを直前にした大崎市立大貫小学校の児童85名を対象
に,大崎市主催でため池での事故防止に関する授業を行い，ため池の役割や危険性を
説明しました。
授業では，県作成の動画も視聴し,3つのため池ルールを学んでもらいました。

ため池や水路等の用排水施設の危険箇所には絶対に近付かないようお願いします。

宮城県農政部では，小学生以下の子供向けに,「ため池」の危険性を説明し,事故防止の注意喚起を図るための
動画を作成し公開しています。
動画内では同時に，お米や野菜を作るための水を供給する「ため池」の役割についても簡単に紹介しています。

本動画は,Youtubeで公開されています。
右記のQRコードから視聴可能です。
学校,ご家庭でご活用いただけると幸いです。

〈https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/tameike-rule.html〉

topic

大崎管内では主に県営事業で造成した２つの排水機場が浸水し運転不能に陥る被害がありました。当部では応
急措置として仮設ポンプを設置し排水の対応を行っています。
今後，当部としては早急な復旧事業の着手に努めて参ります。

矢ノ目揚排水機場

浸水 1.34m

矢ノ目地区 上空（R4.7.17撮影） 名鰭沼地区上空（R4.7.17撮影）

浸水 1.07m

烏谷坂排水機場

最大湛水面積（推定）：310 ha 最大湛水面積（推定）：240 ha
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https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/tameike-rule.html


農地整備事業 小野田東部地区 ［加美町］

受益面積：７８ha 予定工期：R４～R１０

農地整備事業 月崎・清水地区 ［色麻町・加美町］

受益面積：１００ha 予定工期：R４～R１１

今年度，大崎管内では農地整備事業２地区の事業計画が確定し事業開始となります。

現況（平成２８年撮影）現況（平成２９年撮影）

・高収益作物（ねぎ，玉ねぎ）の導入を計画
・個別担い手による営農から法人化を検討

・高収益作物（ねぎ，白菜等）の導入を計画
・大豆の作付を増やし国産大豆の需要増に対応

▼ 事 業 実 施 ▼
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地区の現状・課題
・水路形状は土水路で用排兼用となっており水管理に支障がある
・転作の規模拡大が難しい
・道路が狭小で大型機械が通行できない
・営農している農地が分散しており、効率的な営農ができない
・営農条件が悪い土地のままでは、将来の営農に不安が残る

地区の将来像
・用排水路が整備され，水管理の効率化，排水の改善がなされる
・作業道路が整備され，大型機械の通行が可能となり，効率的な営農実施が可能となる
・区画の整備後，換地による農地の集積・集約が可能となる
・営農条件が改善され，担い手による効率的な営農が可能となる



令和４年６月３０日，小牛田農林高等学校農業技術科農業土木コースの１年生３５名を対象に，国営造成施設など
を見学する農業農村整備事業学習会を開催しました。
この学習会は農業土木コースで学ぶ高校生に農業農村整備事業や地域の農業への理解を深め，学校での学習や
今後の進路選択に役立ててもらうため，平成１８年度から毎年開催しているものです。
今回の学習会では，二ツ石ダム［加美町宮崎］，色麻町農業伝習館［色麻町四竃］，桑折江（こおりえ）頭首工［大
崎市三本木］の見学を行いました。

●二ツ石ダム
管理棟でダムの構造や種類について県大崎地方
ダム総合事務所の職員から説明がありました。
その後，地下７０mのスロープを降り監査廊の見
学を行いました。
普段はなかなか入ることが出来ないダムの施設
を見学し生徒の皆さんは興味深そうな様子でした。

●色麻町農業伝習館
世界農業遺産大崎耕土の巧みな水管理を支えてきた地域の自治組織「契約講」について色麻町社会教育課の担
当職員から説明がありました。
契約講を初めて知った生徒も多く，新鮮な様子で説明を聞いていました。
また，色麻町，大衡村，大崎市に跨がり，1600年代の伊達藩による新田開発に伴い開削され，現在でも利用され
ている用水路である荒川堰用水路について大崎市世界農業遺産推進課の担当職員から説明がありました。約３０
kmもの水路を手掘りで完成させた当時の人々の技術や努力を知り生徒の皆さんは驚いていました。

●桑折江（こおりえ）頭首工
巻上機のある上屋で施設の概要や目的について，国土交通省
北上川下流河川事務所鹿島台出張所の担当職員から説明があ
りました。こちらでは河川からの用水の取水について理解を深め
られたようでした。

この学習会が生徒の皆さんの
今後の学習や進路選択の一助となれば幸いです。
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